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令和２年度　小・中学校における環境教育の取組み


理科（第６学年）


テーマ〖「電気の利用」から節電を考える　　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉佐野市立第三小学校　








≪学習のねらい≫


　・自分たちの学校で電気を無駄なく使うにはどうしたらいいのかについて、プログラムを試行錯誤しながら考えることができる。


　・できたプログラムについて共有し認め合う。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　７月　～　１０月


プログラミングやエネルギー問題についての基礎知識を知る。


　　　なぜプログラミングの学習が必要なのかについてや、近未来教育（Society5.0や、シンギュラリティ等）エネルギー問題についての学習をする。


電気の利用の単元で、電気の量や働きに着目しそれらを調べる活動を通して、発電や蓄電、電気の変換について理解することができる。また、電気を無駄なく使うための工夫を考える。　　　　　　　　　　　


micro:bitの使い方を知り、簡単な操作ができるように練習する。


≪指導のポイント≫


　■プログラミング的思考は、生活のどの場面でも使っていることや、その力を伸ばす必要があることを、自作教材やNHK forschoolの映像を見て考えるようにした。


　■理科の時間だけではなく総合的な学習の時間も使い、学校の「省エネ改革」と称して子どもたちに身近な場面での節電対策を考えた。


　■micro:bitの教具を用い、プログラムをどのように組めばよいかを試行錯誤する中で、知識技能を伸ばしたり、友だちとのコミュニケーションにより思考を深めたりすることができるようにした。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　　・コンピュータ　・micro:bit　・タブレット　・ノート（筆記用具）


　　・エネルギー教育スキル　・NHK forschool「テキシコー」


≪成果≫


　・「節電」を通してエネルギー問題についての理解を深めることができた。


・子ども達がプログラミング的な考え方・思考を習得することができたのではないかと考えている。


　【授業の感想】


　　・教室の照明のグループは、「節電」についてとてもよく考えていると思いました。


　　・体育館チームのプログラムがすごいなと思いました。理由は、プログラムがシンプルだし、鍵を開けたり閉めたりしたら照明がつくという考えがいいなと思いました。これだと消し忘れがなくなると思いました。


・今日は人を認知するソフトでプログラムすることが成功してとてもうれしかったです。将来は、この人認知で電気がつくことが普通になるんだろうなと思いました。
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